職種：生産統括　　職務：生産統括
【概要】

製品実現を合理的・能率的に行うために、製品の受注から引渡しまでの工程、品質などを統括的に調整・管理する。
【仕事の内容】

生産統轄の仕事は、受注後の製品実現を目的として、設計業務、製造業務、検査業務、購買・調達業務、梱包・出荷業務、輸送業務、工事業務などのすべての活動において、指令塔として統轄・管理する仕事である。

生産統轄部門は、関連する実施部門を統轄する役割を持ち、設計から製造、工事に至る全体の工程を調整、管理する。生産計画の策定、定められた工程、日程に従って進捗状況を管理する工程管理、資材管理、外注管理、コスト管理などの生産管理を行うとともに、製品の完成から、梱包・出荷、輸送、工事も含めた、顧客に製品が受け渡されるまでの統轄・管理を行う。

【求められる経験・能力】

（1） 生産統括の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はないものの、当該業務や関連業務における経験と専門知識、スキル、資格などが問われ、中途採用の場合には、一定の実務経験や実績が要求される。経験が重要であり、設計などの技術部門で一定の実務経験を積んだ者を配属させる場合が多い。

（2） 生産統轄を効果的に行うためには、設計、製造、検査、工事、購買など、横断的に取りまとめる能力と他部門との緊密な連携が極めて重要になる。このため、生産統轄者には、関係する部門とコミュニケーションを図り、連携して効率的に作業を進める能力も求められる。

（3） 現場の生産能力、工事能力を把握し、生産品目、数量、納期を踏まえた上で、効率的な生産システムを実現するためにコスト管理、外注先の活用を立案することができるだけの現場経験と専門知識、現状把握力、企画立案力が求められる。 
【関連する資格・検定等】

・技術士（機械部門、電気・電子部門、経営工学部門）［社団法人 日本技術士会技術士試験センター］

・技能検定：

機械保全職種（特級）［厚生労働省］
機械保全職種（機械系保全作業、電気系保全作業、設備診断作業）（１級・２級）　　［厚生労働省］
機械保全職種（機械保全作業、電気系保全作業）（３級）［厚生労働省］
・電気主任技術者（第１種・第２種・第３種）［財団法人 電気技術者試験センター］
・電気工事士（第１種・第２種）［財団法人 電気技術者試験センター］
【労働省職業分類（小分類）との対応】

０３１　　機械技術者

０３４　　電気技術者

０７１　　その他の技術者

２７１　　生産現場事務員

